
第3回

鹿児島市セーフコミュニティ推進フォーラム

題 ：「セーフコミュニティに地域で取り組むメリット」

講師：日本セーフコミュニティ推進機構 代表理事 白石 陽子氏

日時 平成２９年７月１８日（火） １４：００～

鹿児島市民文化ホール２階 第２ホール場所

コーディネーター

パネリスト

鹿児島市 安心安全課 課長 古河 春美

（ふるかわ はるみ）

～ 地域で進める安心安全の取組み ～

（しらいし ようこ）

■博士（政策科学）・セーフコミュニティ公認認証審査員

立命館大学大学院政策科学研究科博士課程在学中にセーフコミュニティの発祥地であるスウェーデンの

カロリンスカ研究所（医科大学）でセーフコミュニティを学ぶ。地方分権化が進む我が国において、

地方自治体がセーフコミュニティに取り組む意義と限界について研究し、その研究によって博士号を

取得した。

２０１１年６月から、セーフコミュニティ推進機構代表理事としてセーフコミュニティ活動の支援と研究

に専念し、国外では、公認認証審査員として、セーフコミュニティ活動の支援及び認証審査を行っている。

国内においては、京都府亀岡市をはじめ鹿児島市を含めて１６の自治体を支援している。

鹿児島県警察本部交通部交通企画課

理事官兼高齢者交通安全支援室長

美園 竜一氏

（みその りゅういち）

■セーフコミュニティ交通安全対策委員会委員

星峯東校区コミュニティ協議会 福祉安全部長

大山 貴氏

（おおやま たかし）

■セーフコミュニティ「交通安全分野」の

取組校区代表

高齢者介護予防協会かごしま

鹿児島市地域包括支援センター 業務課長

堀之内 克行氏

（ほりのうち かつゆき）

■セーフコミュニティ高齢者の安全対策委員会委員


